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やMottによってバンド理論にもとづ く強磁性理論が展開された｡有限温度のハー トリー ･
















































属磁性の問題をスピン密度のゆらぎの問題 として取 り扱 う立場の根拠の一つに,次のような実
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O JOこ1 2C0 300 400 500 600 70こ)
I=くl
[Nx(T)]-1と [Nxd(T)十1- [Nx(Tト o･155
×10~3十 1の温度依存性｡ Nはアボガ ドロ数｡
図 2
絶対零度における飽和磁化がきわめて小さいの












































にバンドの縮退を無視 し,ノ､バー ド･モデルとよばれているハミル トニアンを用いる:
H-H.+H'(I),
Ho-写,Z:j ち･la,*oalo=言寄 Ekoaioako,







































































- 1-Aq2- B l(a/q)2+ iC(a,/q)+1T[Dl(a'/q2)+---]
一 三H2[Fl+F2(W/q2)2+F3g2+---- iG(W/q)+--･]･(3-16)





















































































































































-i(1+芸{2)-1+女 ら(Hト ま (4-8)
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ある｡ psとp｡rbは,fJoとJLdに比例する項からなるが, /ldに比例する項は (5-4),(5-5)
式の第 3項のpdに含まれていると仮定する｡ 反磁場とローレンツ場は互いに打ち消す と考え
































































ZrZn2 0.40 1.7 0.08 Kontani,Hioki,Masuda.














∂Fo(M,T) 1日F T,. ∂AF (M,T)
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S-(q)=宇 和 k･q†,S十(q)二言斬 k･qL
sz(q)-三吉(斬 k･qT一新 k･qi)

















R(T)-T-1 I2kF/確dqq3J dow n(a)[n(｡)+1]F(q'W)'
∞
0 -0
F(q,W)-忘 1-[2xzz'q･W,･ x-+(q,小 x'-'q,u']･
(8-5)















ここで札 (RM)は抵抗の横 (縦十成分｡-∂{-k./αxN,CJi=M/Nである. 低温では,･スピン
のゆらぎによる抵抗はT2-依存性を示 し, その係数は大きい｡またTC近傍ではT5/3依存性が
あることが示される｡Sc3Inでの実験では図14の挿入図のような結果が得られた｡Sc3Inの













コ() iOT(K) 50 60
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α A 実 験 者
,I-叫n 1.7 35.3 Akimotoetal.
173Se4 0.5 lp2.5 Kitaokaetal.
Cr 0.044 0.50 Kontani,Masuda















































































(1)Crl_∬Mo∬ : Mamiya,Masuda (図12,13)
(2) ♂ -Mn : Shinkodaetal.
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うである｡ というのは,格子定数 α, Cを測定するとα, Cの比が200Kぐらい以上で変化して
closedpackな状態に近づくことがわかったからである｡
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W-ag-蕗 (<sq2,T-<jq2,0'･ (1卜 4)
ただし,<Sq2>Tは温度Tにおけるスピン密度のゆらぎの平均二乗振幅を表わすo強磁性金属
に対 しては (ll-4)式は
O-ag-普 [等 sL2 (Tト So2'O,]
となる｡ただし,
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x10･8
(ll-17)




























である｡aTは電子, bT3は格子からの寄与である｡ 計算によれば, xがキュt)一 ･ワイス則
に従 う温度領域において









































の式 もSCR理論およびス トー ナ一 ･ウォルフアース理論によって求めることができるO こ こ
で得 られた磁化および磁歪の実験結果を用いてdTc/dPの値を求めてみると,SCR理論によ
る理論式のほうがBuis達の実験値 と極めてよく一致 した結果を与える｡また, dTc/dPのTc
依存性 もSCR理論によりよく説明できる｡
§12 キュリー温度 差 のNi濃度依存性
次に,SCR理論では説明できないといわれてきたもう
一つの実験について述べる｡その実験は図 36を見ればわ
かるように,キュ リー 温度 左 のNi濃度依存性に関するも
ので,図より明らかに次の式が成 り立っ :
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